
こんにちは。このたび、北海道中央労災病院から４

月１日付けで着任しました。今年は全国的にも豪雪で

大変だったようですが、こちらはどうでしたか。前任

地の岩見沢は北海道の有数の積雪地帯。例年になく雪

解けが進まず、３月２７日でもまだ積雪が人の背丈、

宿舎の前の道路はまだ圧雪と真っ白な雪の壁状態で

「一時止まれ」の標識の首がかろうじて見えるレベル

でした。そんな北海道から現代の北前船で約１日かけ

てこちらに来ました。 

 今度も豪雪地帯と思いつつ、もちろんまだ雪はある覚悟で上陸したのです

が、どこにも雪はなく、あれれ？といういうか、ほっとしました。しかし、宿

舎生活で足りないものを買いに出かけたのですが、東西南北が○▼□●×、

え？道が微妙な曲線。川が。橋が。この川はどっちが上流？これ何本目の橋。

この土手の向こうにもまた土手？立体交差の道路？町の中心はどっちだ？カー

ナビがあるから何とか戻れたものの、一方通行を逆進しそうになったことや、

標識、ナビ通り進んだのに、道があまりに細くて前には進めず、選択肢はバッ

クのみだったことなど、北海道の一直線の道路に慣れてしまった私にとって、

そのギャップは大きいものでした。 

そんな私にとってうれしかったことは、今年からはお花見ができるというこ

とでした。北海道にも桜は咲くのですが、ソメイヨシノは道南ぐらいで、北海

道の桜といえば濃厚なピンク色の花びらのエゾヤマザクラ。大木でポプラのよ

うに直立しそうな枝で、花いっぱいというか同時に葉もいっぱいで本州とは

ちょっと違い、寒いのでお花見は日中のみ。ソメイヨシノは私にとっては３年

ぶり、まるで海外帰りの気分です。地元の方にはいつもの風景かも知れません

が、桜と真っ白な残雪の山並みの借景。今年は例年になく遅れ気味で待たされ

たようですが、それは感動でした。ご当地の名所「分水の花魁道中」、今年は

花と一致せず残念でしたが、来年は今年の分もしっかり見て感動したいと思い

ます。 

さて、私の所属する所の仕事は臨床検査です。市民のみなさまとは心電図な

ど一部の検査でしか接する機会はありませんが、見えない舞台裏で、日頃から

当院を受診されたみなさまの検査を迅速にかつ正確に測定するよう取り組んで

います。内部・外部精度管理もバッチリです。どうか安心して受診され、検査

を受けてください。 

健康な方には病院は無縁かもしれませんが、当院のような規模での人間ドッ

クをお薦めします。 

最後にもう一つ。私はここで３つ目の労災病院となりますが、この病院の職

員食堂は一番美味いと思います。近頃は社員食堂で脚光を浴びる企業もありま

すが、ここの職員食堂もなかなかです。メタボ改善教室に申し込みされないと

みなさまが食べる機会はないのですが、機会があったならどうぞ。ただし、お

かわりは自由にできるので、メタボ対策には向かないかもしれませんが……。 
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燕労災病院の理念 

◎働く人々と、地域の人々

のために最善の医療を目

指します。 

病院の基本方針 

◎安全で質の高い医療の

提供を目ざします。 

◎勤労者の健康管理を支

援します。 

◎医療に関する教育・研修

を支援します。 

◎地域の人々の健康を守

り、福祉に寄与します。 
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 【このたび北海道から】   

               中央検査部長  色川 信 
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【医学講話を開催しました】 

７月１０日（火）は「膝痛、腰痛の運動療法」について、中央リハビリテーション部の

内田部長が講演され、たくさんの方が聴講されていました。 

 実は痛みの程度によって対応が異なるとのこと。突発的

な痛み（突き指、膝の強打など）では「安静・（患部を）

冷やす」ことで痛みを緩和し、慢性的な痛みでは「（患部

を）温める・ストレッチ、筋力強化」することで筋力の維

持と増強を図るそうです。また、膝痛でも腰痛でも無理な

運動はしないこと。痛みが軽くなってきてから優しい運動

（ストレッチなど）をすることで、症状を悪化させないの

だそうです。 

「急激な痛み等があったら近隣の医療機関（整形外科）へ・無理

をしない・筋肉に柔軟性をもたせ、筋力をつける」ことが回復と予

防に繋がるということでした。 

今回はストレッチをいくつか、実際に手足を動かしながら教

えていただきました。また、自転車エルゴメーター（右図）

は昼夜を問わず運動ができるので、テレビを観たり、音楽を

聞きながら筋力をつけることができるとのことでした。 

この講演の模様は、燕三条ＦＭ放送局（７６．８ＭＨＺ）

「ハート健康相談室」にてラジオ放送されます。「聞いてみたいけど病院までは遠くて」

という方、この機会にぜひご聴講ください♪ 

○放送日時 

 （前半） 平成２４年８月２１日（火） 午前１１：００～１１：３０ 

 （再放送）平成２４年８月２３日（木） 午後 ７：３０～ ８：００ 

 （後半） 平成２４年８月２８日（火） 午前１１：００～１１：３０ 

 （再放送）平成２４年８月３０日（木） 午後 ７：３０～ ８：００ 

【医師の交代および赴任について】     

 平成２４年７月１日付けで次のとおり医師が交代および赴任いたしました。 

 

 呼吸器内科部長   諏訪 陽子
す わ  よ う こ

 （渡邊 健雄部長の後任）   

 腎・透析内科副部長 野澤 由貴子
の ざ わ  ゆ き こ

（赴任） 

 血液・一般内科医師 安山 浩信
やすやま ひろのぶ

 （赴任）       

 神経内科医師    眞島 卓弥
ま し ま  た く や

 （川村 邦雄医師の後任） 

 

 今後も地域の皆様に貢献できる病院を目指して努めてまいり

ますので、よろしくお願いいたします。 

諏訪 野澤 

安山 眞島 
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 【編集部より】 

 最近マイブームは、ガーデニングです。ハーブを育てて、癒されてま

す。花や緑、香りは癒されるので、皆さんも忙しい毎日にお花を飾って

みてはいかがですか！！（記：R） 

【食中毒にご注意ください！！】 

食中毒とは、『細菌あるいは、それが産出した毒素を摂取することによる急性胃腸

炎』のことを指します。主症状は、『発熱・嘔吐・下痢・腹痛など』があります。 
 
食中毒は７～９月の高温多湿で、細菌の増殖に好適な時期に多発し、とくに腸炎ビブ

リオ食中毒（刺身・寿司など）の９０％以上はこの時期に集中して発生しています。 

しかし近年、食中毒の多くは年間を通じて発生が見られるようになり、ノロウイルス

食中毒は、冬期（１１～３月）に集中しています。食中毒の原因は違いますが、通年発

生するものとなってきています。 
 
食中毒起因菌は腐敗細菌と違って、食品中で増殖

しても官能的には変化が認められず、「味・にお

い・色など」はまったく変わりません。よって、未

然に防ぐことが重要です。細菌は１０～６０℃で繁

殖し、３６℃前後で最もよく発育します。中途半端

な温度帯で保存せず、迅速に冷却し、加熱処理で殺

しましょう。 
 
食中毒は、家庭でも起こります。 

新鮮な食品を清潔な場所で調理し、冷たいものはしっかり冷却し、温かい物はしっ

かり加熱し、出来たての料理を美味しく食べ、食中毒を防止しましょう。  

 開催場所は当院１階外来ホール、開始時間は各日の18:30からとなっております。 

 ご聴講は無料ですので、ぜひお越し下さい。 

 ※都合により、講演者や演題の一部が変更になることがありますので、ご了承下さい。 

日 付 演題 講演者 

９月１１日 

(火) 
市民のための救急対応講座 新潟医療技術専門学校 

麻酔科医 羽柴医師 

１１月１３日

(火) 
薬の正しい飲み方について 薬剤部 

【市民・勤労者医学講話・２４年度予定表】 


